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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ハスの葉の超臨界抽出物及び鶏血藤の超臨界抽出物を有効成分とする歯周病予防・治療

用組成物の製造方法であって、

　前記超臨界抽出に用いる抽出溶媒が二酸化炭素である方法。

【請求項２】

　さらに、マスティック、グレープフルーツ、シコン（紫根）、ニクズク、ビンロウジ、

ヨモギ、オオバク、ボタンピ、オウゴン、ダイオウ（大黄）、ノギクカ、ヤクモソウ、熊

笹、及びプロポリスからなる群から選択される植物成分を含有する請求項１に記載の歯周

病予防・治療用組成物の製造方法。

【請求項３】

　塗布剤、歯磨き剤、洗口含嗽剤（うがい薬）、リンス液又はパップ剤の形態で使用され

る請求項１又は２に記載の歯周病予防・治療用組成物の製造方法。

【請求項４】

　前記塗布剤が、ジェル状である請求項３に記載の歯周病予防・治療用組成物の製造方法

。

【請求項５】

　前記ハスの葉の抽出物の含有量が、０．５重量％以上である請求項１～４のいずれかに

記載の歯周病予防・治療用組成物の製造方法。

【請求項６】
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　 ハ ス の 葉 の 超 臨 界 抽 出 物 及 び 鶏 血 藤 の 超 臨 界 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る イ ン プ ラ ン ト 周 囲

炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 超 臨 界 抽 出 に 用 い る 抽 出 溶 媒 が 二 酸 化 炭 素 で あ る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 及 び 化 粧 品 用 保 存 剤 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 慢 性 （ 成 人 性 ） 歯 周 炎 は 、 歯 肉 溝 細 菌 叢 を 構 成 す る 常 在 菌 の う ち 、 主 に グ ラ ム 陰 性 嫌 気

性 桿 菌 と 呼 ば れ る 細 菌 群 の 増 殖 に よ り 、 歯 周 組 織 に 引 き 起 こ さ れ る 慢 性 感 染 症 で あ る 。 加

齢 と と も に 罹 患 率 が 上 昇 し 、 ４ ０ 歳 代 以 降 の 多 く が 限 局 性 あ る い は 広 汎 性 の 歯 周 炎 に 罹 患

し て い る と 言 わ れ て い る 。 本 疾 患 の 実 体 は 、 歯 周 組 織 の 慢 性 化 膿 性 炎 で あ る 。 本 疾 患 の 予

防 及 び 治 療 は 、 歯 ブ ラ シ に よ る 機 械 的 清 掃 に よ る 日 常 的 な 手 入 れ や 、 外 科 的 処 置 に 依 存 す

る 部 分 が 多 く 、 予 防 及 び 又 は 治 療 手 段 に さ ら な る 向 上 が 望 ま れ て い る 。 ま た 、 近 年 で は 、

歯 周 病 や 齲 蝕 等 に よ っ て 失 っ た 歯 を 補 う た め の イ ン プ ラ ン ト の 使 用 が 広 が り を 見 せ て お り

、 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） の 問 題 も 生 じ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 ビ ン ロ ウ ジ （ 檳 榔 子 ） 、 カ ン ゾ ウ （ 甘 草 ） 、 ニ ク ズ ク （ 肉 蒄 ） 、 及 び

ヤ ク モ ソ ウ （ 益 母 草 ） の う ち 、 少 な く と も ２ 種 以 上 の 抽 出 エ キ ス 及 び マ ス テ ィ ッ ク （ 乳 香

） の 抽 出 エ キ ス を 有 効 成 分 と す る 歯 周 病 予 防 又 は 治 療 用 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ポ ル フ ィ ロ モ ナ ス ・ ジ ン ジ ヴ ァ ー リ ス （ Ｐ ｏ ｒ ｐ ｈ ｙ ｒ ｏ ｍ ｏ ｎ ａ ｓ 　 ｇ ｉ ｎ ｇ ｉ ｖ ａ

ｌ ｉ ｓ （ Ｐ ． ｇ ） ） は 歯 周 病 患 者 に 高 頻 度 か つ 特 徴 的 に 検 出 さ れ る 細 菌 で あ り 、 強 い タ ン

パ ク 分 解 活 性 や 、 骨 吸 収 誘 導 活 性 の 強 い 内 毒 素 を 持 つ こ と か ら 、 慢 性 歯 周 炎 の 原 因 菌 の 一

つ と 考 え ら れ て い る 。 歯 周 ポ ケ ッ ト に お け る 本 菌 の 増 減 が 慢 性 歯 周 炎 の 病 態 の 変 化 に 一 致

す る こ と か ら 、 本 菌 に 対 す る 直 接 的 な 抗 菌 性 あ る い は 、 歯 周 病 の 主 症 状 の 一 つ で あ る 骨 吸

収 の 阻 害 作 用 の あ る 物 質 は 、 慢 性 歯 周 炎 の 予 防 や 進 行 の 抑 制 に 有 効 で あ る 。 特 許 文 献 １ の

組 成 物 は 主 に 、 歯 周 病 原 細 菌 を 抑 制 す る こ と で 効 果 を 発 揮 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 者 は 、 特 許 文 献 １ の 組 成 物 と は 異 な る 作 用 機 序 で 歯 周 病 の 予 防 及 び 又 は 治 療 に 効

果 の あ る 成 分 を 探 索 し 、 鶏 血 藤 と 呼 ば れ る 植 物 が 、 強 い 破 骨 細 胞 の 分 化 ・ 延 命 抑 制 作 用 、

歯 周 病 の 原 因 菌 に 対 す る 抗 菌 作 用 、 活 性 酸 素 種 除 去 作 用 を 有 す る こ と を 見 出 し 、 特 許 出 願

を 行 っ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 歯 槽 骨 等 の 骨 組 織 は 、 骨 芽 細 胞 に よ り 形 成 さ れ 、 破 骨 細 胞 に よ り 破 壊 ・ 吸 収 が 絶 え 間 な

く 繰 り 返 さ れ る 動 的 な 組 織 で あ る 。 こ の 骨 吸 収 と 骨 形 成 の バ ラ ン ス が 崩 れ て 発 生 す る の が

骨 粗 鬆 症 で あ る が 、 歯 周 病 に お い て も 、 類 似 の メ カ ニ ズ ム で 歯 槽 骨 が 破 壊 さ れ 、 歯 を 失 う

原 因 と な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 鶏 血 藤 は 、 強 い 破 骨 細 胞 の 分 化 ・ 延 命 抑 制 作 用 を 有 す る 。 さ ら に 、 鶏 血 藤 は 、 イ ン プ ラ

ン ト 周 囲 炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） （ Ｐ ｅ ｒ ｉ － ｉ ｍ ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｉ ｔ ｉ ｓ ） の 予

防 又 は 治 療 用 と し て も 有 効 で あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 一 方 、 ハ ス （ 蓮 、 学 名 ： Ｎ ｅ ｌ ｕ ｍ ｂ ｏ 　 ｎ ｕ ｃ ｉ ｆ ｅ ｒ ａ ） は 、 ス イ レ ン 科 の ハ ス の

成 熟 果 実 を 生 薬 名 「 石 蓮 子 」 、 果 皮 を 除 い た 種 子 を 生 薬 名 「 蓮 肉 」 あ る い は 「 蓮 子 」 と 呼

び 、 鎮 静 、 滋 養 強 壮 薬 と し て 利 用 さ れ て き た 。

　 近 年 、 口 臭 の 原 因 と な る メ チ ル メ ル カ プ タ ン 発 生 の カ ギ と な る 口 腔 細 菌 由 来 の メ チ オ ニ

ナ ー ゼ を 阻 害 す る こ と に よ る 口 臭 抑 制 の た め に 、 各 種 の 生 薬 を 用 い る こ と が 提 案 さ れ て お

り 、 こ の 目 的 で ハ ス を 用 い る こ と が で き る こ と が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。
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　 し か し な が ら 、 ハ ス が 、 歯 周 病 原 細 菌 や 齲 蝕 原 性 細 菌 等 の 口 腔 内 細 菌 に 対 し て 殺 菌 効 果

を 有 し て い る こ と は 知 ら れ て い な か っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ ８ ９ ５ ５ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ３ ８ １ ０ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － １ ７ ３ ３ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 鶏 血 藤 は 、 強 い 破 骨 細 胞 の 分 化 ・ 延 命 抑 制 作 用 、 活 性 酸 素 種 除 去 作 用 を 有 し て い る が 、

鶏 血 藤 の み で は 歯 周 病 菌 の 抑 制 と い う 点 で は 満 足 で き る 効 果 が 得 ら れ な い 場 合 も あ る こ と

を 本 発 明 者 は 見 出 し た 。

　 そ こ で 、 本 発 明 者 は 、 歯 周 病 原 細 菌 の 抑 制 に 効 果 の あ る 新 た な 植 物 由 来 成 分 を 探 索 し 、

ハ ス が 歯 周 病 原 細 菌 及 び 齲 蝕 原 性 細 菌 に 対 し て 顕 著 に 優 れ た 殺 菌 効 果 を 示 す こ と を 見 出 し

た 。

　 さ ら に 、 鶏 血 藤 と ハ ス と を 組 み 合 わ せ る と 、 重 度 の 歯 周 病 患 者 や 、 イ ン プ ラ ン ト を 移 植

し た 患 者 に お い て も 、 高 い 治 療 効 果 が 得 ら れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 ハ ス の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 を 提 供 す る

こ と で あ る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ハ ス の 抽 出 物 及 び 鶏 血 藤 を 有 効 成 分 と す る イ ン プ ラ ン ト 周

囲 炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 、 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 （ ペ リ イ ン プ

ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 、 及 び 化 粧 品 及 び 口 腔 化 粧 品 用 保 存 剤 が 提 供 さ れ

る 。

１ ． ハ ス の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

２ ． さ ら に 、 鶏 血 藤 又 は そ の 抽 出 物 を 含 有 す る １ に 記 載 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

３ ． さ ら に 、 マ ス テ ィ ッ ク 、 グ レ ー プ フ ル ー ツ 、 シ コ ン （ 紫 根 ） 、 ニ ク ズ ク 、 ビ ン ロ ウ ジ

、 ヨ モ ギ 、 オ オ バ ク 、 ボ タ ン ピ 、 オ ウ ゴ ン 、 ダ イ オ ウ （ 大 黄 ） 、 ノ ギ ク カ 、 ヤ ク モ ソ ウ 、

熊 笹 、 及 び プ ロ ポ リ ス か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 植 物 成 分 を 含 有 す る １ 又 は ２ に 記 載 の 歯

周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

４ ． 塗 布 剤 、 歯 磨 き 剤 、 洗 口 含 嗽 剤 （ う が い 薬 ） 、 リ ン ス 液 又 は パ ッ プ 剤 の 形 態 で 使 用 さ

れ る １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

５ ． 前 記 塗 布 剤 が 、 ジ ェ ル 状 で あ る ４ に 記 載 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

６ ． 前 記 ハ ス の 抽 出 物 の 含 有 量 が 、 ０ ． ５ 重 量 ％ 以 上 で あ る １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 歯

周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

７ ． 前 記 ハ ス の 抽 出 物 が 、 二 酸 化 炭 素 を 抽 出 溶 媒 と す る 超 臨 界 抽 出 法 に よ っ て 得 ら れ た も

の で あ る １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

８ ． ハ ス の 抽 出 物 及 び 鶏 血 藤 を 有 効 成 分 と す る イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ

イ テ ィ ス ） 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 。

９ ． ハ ス の 抽 出 物 を 含 む 化 粧 品 及 び 口 腔 化 粧 品 用 保 存 剤 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ハ ス の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 が 提 供 で き

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 被 験 者 Ａ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ２ 】 被 験 者 Ｂ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ３ 】 被 験 者 Ｃ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ 】 被 験 者 Ｄ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ 】 被 験 者 Ｅ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ 】 被 験 者 Ｆ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ７ 】 被 験 者 Ｇ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ８ 】 被 験 者 Ｈ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ９ 】 被 験 者 Ｉ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ ０ 】 被 験 者 Ｊ の 治 療 効 果 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ １ ａ 】 被 験 者 Ａ の ジ ェ ル 使 用 前 の イ ン プ ラ ン ト 歯 周 炎 患 部 を 示 す 写 真 で あ る 。

【 図 １ １ ｂ 】 被 験 者 Ａ の ジ ェ ル 使 用 約 ３ ヶ 月 後 の イ ン プ ラ ン ト 歯 周 炎 患 部 を 示 す 写 真 で あ

る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。

　 本 発 明 の ハ ス の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 は 、 ハ ス の 抽 出 物 を

有 効 成 分 と し て 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 で 用 い る 「 ハ ス （ 蓮 ） 」 は 、 学 名 Ｎ ｅ ｌ ｕ ｍ ｂ ｏ 　 ｎ ｕ ｃ ｉ ｆ ｅ ｒ ａ 、 英 名 Ｌ ｏ

ｔ ｕ ｓ で あ り 、 イ ン ド 原 産 の ハ ス 科 多 年 性 水 生 植 物 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 で 用 い る 「 ハ ス の 抽 出 物 」 は 、 ハ ス の 植 物 体 か ら 抽 出 し た も の で あ れ ば 部 位 は 特

に 問 わ な い が 、 葉 か ら 抽 出 し た も の で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。

　 抽 出 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 超 臨 界 抽 出 法 が 好 ま し い 。 超 臨 界 抽 出 法 に よ れ ば 、

低 温 で の 抽 出 が 可 能 で あ り 、 抽 出 物 に 溶 媒 が 残 留 せ ず 、 抽 出 成 分 の 劣 化 や 変 性 が 起 こ り に

く い 。 ま た 、 抽 出 溶 媒 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 抽 出 物 の そ の 後 の 加 工 に 応 じ て 適 切 な も の を 選

択 す れ ば よ い が 、 二 酸 化 炭 素 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

　 超 臨 界 抽 出 法 に よ っ て 抽 出 さ れ た ハ ス の 抽 出 物 は 、 通 常 、 薄 い 琥 珀 色 の や や 粘 性 の あ る

液 体 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 得 ら れ た ハ ス の 抽 出 物 は 、 そ の ま ま 、 希 釈 又 は 濃 縮 し て 用 い る こ と が で き る 。

　 ハ ス の 抽 出 物 を 希 釈 液 と し た 場 合 の ハ ス 成 分 濃 度 は 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 調 整 す れ ば よ い

。 例 え ば 、 ハ ス 抽 出 物 を 保 存 剤 、 特 に 後 述 す る 化 粧 品 及 び 口 腔 化 粧 品 用 の 保 存 剤 と し て 使

用 す る 場 合 で あ れ ば 、 ハ ス 成 分 濃 度 を ０ ． １ 重 量 ％ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。 抗 菌 剤 と

し て 使 用 す る 場 合 で あ れ ば 、 ０ ． ５ 重 量 ％ 以 上 と す る こ と が 好 ま し く 、 １ 重 量 ％ 以 上 と す

る こ と が よ り 好 ま し く 、 ３ 重 量 ％ 以 上 と す る こ と が 特 に 好 ま し い 。

　 ま た 、 ハ ス の 抽 出 物 は さ ら に 濃 縮 し て エ キ ス 状 と し て も よ い し 、 凍 結 乾 燥 し て 粉 末 又 は

顆 粒 等 と し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 で 用 い る ハ ス の 抽 出 物 は 、 後 記 す る 試 験 例 で 示 す 通 り 、 歯 周 病 原 細 菌 や 齲 蝕 原 性

細 菌 等 の 口 腔 内 細 菌 全 般 に 対 し て 高 い 殺 菌 効 果 を 有 す る 。 従 っ て 、 ハ ス の 抽 出 物 を 有 効 成

分 と し て 含 有 す る 本 発 明 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 は 、 歯 周 病 の 予 防 及 び 治 療 に 有 効 で

あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） 予 防 ・ 治 療 用 組 成

物 は 、 ハ ス の 抽 出 物 及 び 鶏 血 藤 を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ハ ス の 抽 出 物 に は 各 種 の 口 腔 内 細 菌 に 対 す る 強 力 な 殺 菌 作 用 が あ り 、 鶏 血 藤 に は 歯 槽 骨

吸 収 を 抑 制 す る 作 用 が あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 こ れ ら を 併 用 し た と こ ろ 、 歯 周 病 原 細 菌 や 齲
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蝕 原 性 細 菌 全 般 を 抑 制 し な が ら 、 歯 槽 骨 を 強 固 に す る と い う 相 乗 的 な 効 果 が 得 ら れ 、 優 れ

た イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 の 予 防 ・ 治 療 効 果 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ハ ス の 抽 出 物 に 、 さ ら に 鶏 血 藤 又 は そ の 抽 出 物 を 配 合 す る こ と に よ り 、 ハ ス の 抽 出 物 の

歯 周 病 原 細 菌 及 び 齲 蝕 原 性 細 菌 に 対 す る 高 い 殺 菌 効 果 と 、 鶏 血 藤 の 強 い 破 骨 細 胞 の 分 化 ・

延 命 抑 制 作 用 に よ る 相 乗 効 果 に よ っ て 、 歯 周 病 に 対 し て だ け で な く 、 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎

（ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） に 対 し て も 顕 著 な 予 防 ・ 治 療 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 で 用 い る 「 鶏 血 藤 」 は 公 知 の 生 薬 で あ り 、 例 え ば 、 マ メ 科 に 属 す る 密 花 豆 （ Ｓ ｐ

ａ ｔ ｈ ｏ ｌ ｏ ｂ ｕ ｓ 　 ｓ ｕ ｂ ｅ ｒ ｅ ｃ ｔ ｕ ｓ 　 Ｄ ｕ ｎ ｎ ） 、 光 葉 密 花 豆 （ Ｓ ． 　 ｈ ａ ｒ ｍ

ａ ｎ ｄ ｉ ｉ 　 Ｇ ａ ｇ ｎ ｅ ｐ ） 、 紅 血 藤 （ Ｓ ． 　 ｓ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ 　 Ｃ ｈ ｕ ｎ 　 ｅ ｔ 　 Ｔ ，

Ｃ ｈ ｅ ｎ ） 、 香 花 崖 豆 藤 （ Ｍ ｉ ｌ ｌ ｅ ｔ ｔ ｉ ａ 　 ｄ ｉ ｅ ｌ ｓ ｉ ａ ｎ ａ 　 Ｈ ａ ｒ ｍ ｓ ） 、 豊

城 崖 豆 藤 （ Ｍ ． 　 ｎ ｉ ｔ ｉ ｄ ａ 　 Ｂ ｅ ｎ ｔ ｈ ． 　 ｖ ａ ｒ ． 　 ｈ ｉ ｒ ｓ ｕ ｔ ｉ ｓ ｓ ｉ ｍ ａ 　

Ｚ ． 　 Ｗ ｅ ｉ ） 、 崖 豆 藤 （ Ｍ ． 　 ｇ ｅ ｎ ｔ ｉ ｌ ｉ ａ ｎ ａ 　 Ｌ ｅ ｖ ｅ ｌ ） 、 美 麗 根 崖 豆 藤 （

Ｍ ． 　 ｓ ｐ ｅ ｃ ｉ ｏ ｓ ａ 　 Ｃ ｈ ａ ｍ ｐ ． ） 、 網 絡 崖 豆 藤 （ Ｍ ． 　 ｒ ｅ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ａ ｔ ａ 　

ｂ ｅ ｎ ｔ ｈ ） 、 常 春 油 麻 藤 （ Ｍ ｕ ｃ ｕ ｎ ａ 　 ｓ ｅ ｍ ｐ ｅ ｒ ｖ ｉ ｒ ｅ ｎ ｓ 　 Ｈ ｅ ｍ ｓ ｌ ． ）

、 白 花 油 麻 藤 （ Ｍ ． 　 ｂ ｉ ｒ ｄ ｗ ｏ ｏ ｄ ｉ ａ ｎ ａ 　 Ｔ ｕ ｔ ｃ ｈ ｅ ｒ ） 、 褐 毛 藜 豆 （ Ｍ ． 　

ｃ ａ ｓ ｔ ａ ｎ ｅ ａ 　 Ｍ ｅ ｒ ｒ ） 、 巴 豆 藤 （ Ｃ ｒ ａ ｓ ｐ ｅ ｄ ｏ ｌ ｏ ｂ ｉ ｕ ｍ 　 ｓ ｃ ｈ ｏ ｃ ｈ

ｉ ｉ 　 Ｈ ａ ｒ ｍ ｓ ） 、 マ ツ ブ サ 科 に 属 す る 内 南 五 味 子 （ Ｋ ａ ｄ ｓ ｕ ｒ ａ 　 ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ

ｒ 　 Ａ ． 　 Ｃ ． 　 Ｓ ｍ ｉ ｔ ｈ ） 、 異 型 南 五 味 子 （ Ｋ ． 　 ｈ ｅ ｔ ｅ ｒ ｏ ｃ ｌ ｉ ｔ ａ 　 （ Ｒ ｏ

ｘ ｂ ． ） 　 Ｃ ｒ ａ ｉ ｂ ） 、 鉄 箍 散 （ Ｓ ｃ ｈ ｉ ｓ ａ ｎ ｄ ｒ ａ 　 ｐ ｒ ｏ ｐ ｉ ｎ ｑ ｕ ａ 　 （ Ｗ ａ

ｌ ｌ ． ） 　 Ｂ ａ ｉ ｌ ｌ ． 　 ｖ ａ ｒ ． 　 ｓ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ 　 Ｏ ｌ ｉ ｖ ． ） を 包 含 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 で は 、 上 記 各 種 の 植 物 か ら な る 鶏 血 藤 の 乾 燥 し た 茎 、 つ る 、 根 を そ の ま ま 、 若 し

く は 切 断 、 粉 砕 等 し た も の を 用 い て も よ い し 、 或 い は 、 鶏 血 藤 の 乾 燥 し た 茎 、 つ る 、 根 と

、 適 当 な 溶 媒 （ 例 え ば 、 水 又 は 熱 水 ） と を 接 触 さ せ 、 得 ら れ た 抽 出 物 を 用 い る こ と も で き

る 。 ま た 、 抽 出 物 の 形 状 も 特 に 制 限 さ れ ず 、 液 状 、 軟 稠 エ キ ス 状 、 粉 末 状 、 顆 粒 状 等 の も

の を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 で 用 い る 鶏 血 藤 の 抽 出 物 は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 製 造 す る こ と が で き る 。

　 鶏 血 藤 の 茎 、 つ る 、 根 の 乾 燥 物 を 、 水 若 し く は 熱 水 、 ア ル コ ー ル 等 の 有 機 溶 媒 に 接 触 さ

せ 、 必 要 に 応 じ て 加 熱 す る こ と に よ っ て 抽 出 す る 。 若 し く は 超 臨 界 抽 出 法 に よ っ て 抽 出 し

て も よ い 。

　 鶏 血 藤 の 抽 出 物 中 の 鶏 血 藤 成 分 濃 度 は 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 調 整 す れ ば よ い が 、 例 え ば 、

鶏 血 藤 の 乾 燥 物 ２ ０ ０ ｇ を １ Ｌ の 水 に 加 え 、 加 熱 す る こ と で ２ ０ ％ と す る こ と が で き る 。

得 ら れ た ２ ０ ％ 抽 出 物 を 、 さ ら に 必 要 に 応 じ て 希 釈 し て 用 い る こ と が で き る 。

　 鶏 血 藤 の 抽 出 物 は さ ら に 濃 縮 し て エ キ ス 状 と し て も よ い し 、 凍 結 乾 燥 し て 粉 末 又 は 顆 粒

等 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 の 化 粧 品 及 び 口 腔 化 粧 品 用 保 存 剤 は 、 ハ ス の 抽 出 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。

　 上 記 本 発 明 で 用 い る ハ ス の 抽 出 物 は 、 口 腔 内 細 菌 に 対 し て 高 い 抗 菌 性 を 有 し 、 化 粧 品 、

特 に 口 腔 化 粧 品 用 の 保 存 剤 と し て 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物 及 び イ ン プ ラ ン ト 歯 周 炎 予 防 ・ 治 療 用 組 成 物

（ 以 下 、 両 方 を 合 わ せ て 本 発 明 の 組 成 物 と い う ） に は 、 上 記 有 効 成 分 以 外 に 、 歯 周 病 の 予

防 ・ 治 療 に 有 効 な 薬 効 成 分 を 配 合 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 成 分 と し て は 、 例 え ば 、

歯 周 病 原 細 菌 に 対 す る 抗 菌 活 性 を 有 す る 成 分 、 消 炎 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 上 記 の 成 分 は 、 １

種 の み を 用 い て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 歯 周 病 原 細 菌 に 対 す る 抗 菌 活 性 を 有 す る 成 分 と し て は 、 公 知 の 抗 菌 剤 を 用 い る こ と が で
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き 、 例 え ば 、 マ ス テ ィ ッ ク 、 グ レ ー プ フ ル ー ツ 、 シ コ ン （ 紫 根 ） 、 ニ ク ズ ク 、 ビ ン ロ ウ ジ

、 ヨ モ ギ 、 オ オ バ ク 、 ボ タ ン ピ 、 オ ウ ゴ ン 、 ダ イ オ ウ （ 大 黄 ） 、 ノ ギ ク カ 、 ヤ ク モ ソ ウ 、

熊 笹 、 プ ロ ポ リ ス 等 の 植 物 成 分 が 好 ま し く 、 マ ス テ ィ ッ ク 、 グ レ ー プ フ ル ー ツ 等 の 植 物 成

分 が よ り 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 各 種 の 剤 形 で 用 い る こ と が で き る が 、 塗 布 剤 、 あ る い は パ ッ プ 剤 と

し て 口 内 等 の 患 部 に 貼 り 付 け て 用 い る か 、 歯 磨 き 剤 、 洗 口 含 嗽 剤 （ う が い 薬 ） 、 リ ン ス 液

と し て 用 い る こ と が 好 ま し い 。

　 塗 布 剤 と し て は 、 ジ ェ ル 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 の 組 成 物 に は 、 上 記 成 分 の 他 、 用 途 や 剤 形 に 応 じ て 、 溶 媒 、 香 料 、 清 涼 剤 、 甘 味

剤 、 着 色 剤 、 界 面 活 性 剤 、 潤 滑 剤 、 増 粘 剤 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 、 防 腐 剤 、 賦 形 剤 、 消 炎 剤 、 薬 用

成 分 等 の 通 常 口 腔 用 に 用 い ら れ て い る 添 加 剤 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。 上 記 添 加 剤 は 、

１ 種 の み を 用 い て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 溶 媒 と し て は 、 エ タ ノ ー ル 、 水 等 の 生 体 適 合 性 の 良 い も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 香 料 と し て は 、 メ ン ト ー ル 、 ペ パ ー ミ ン ト 油 、 ス ペ ア ミ ン ト 油 、 オ レ ン ジ 油 、 レ モ ン 油

、 ユ ー カ リ 油 、 ハ ッ カ 油 、 ア カ シ ア 油 、 ウ イ キ ョ ウ 油 、 ク エ ン ト ウ 油 、 カ ラ ム ス 油 、 シ ョ

ウ ノ ウ 油 、 ニ ッ ケ イ 油 、 ケ イ 皮 油 、 ケ イ 葉 油 、 バ ラ 油 、 ビ ャ ク ダ ン 油 、 チ ョ ウ ジ 油 、 ハ ー

ブ 油 、 バ ナ ナ 油 、 リ ン ゴ 油 、 サ リ チ ル 酸 メ チ ル 、 カ ル ボ ン 、 ア ネ ト ー ル 、 リ モ ネ ン 等 の テ

ル ペ ン 類 ； 及 び 調 合 香 料 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 甘 味 料 と し て は 、 サ ッ カ リ ン 、 サ ッ カ リ ン ナ ト リ ウ ム 、 キ シ リ ト ー ル 、 ス テ ビ オ サ イ ド

、 ス テ ビ ア エ キ ス 、 レ バ ウ デ ィ オ サ イ ド 、 パ ラ メ ト キ シ シ ン ナ ミ ッ ク ア ル デ ヒ ド 、 ネ オ ヘ

ス ベ リ ジ ル ジ ヒ ド ロ キ シ カ ル コ ン 、 ペ リ ラ ル チ ン 、 タ ウ マ チ ン 、 グ リ チ ル チ ン 、 グ リ チ ル

リ チ ン モ ノ グ ル コ サ イ ド 、 ヘ ル ナ ン ズ ル チ ン 、 ト レ ハ ロ ー ス 、 ア ス パ ル テ ー ム 、 ソ ル ビ ッ

ト 等 が 挙 げ ら れ る 。

　 ま た 、 調 味 剤 と し て 、 梅 果 実 エ キ ス 、 乳 酸 、 乳 酸 ナ ト リ ウ ム 等 を 配 合 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 着 色 剤 と し て は 、 青 色 １ 号 、 黄 色 ４ 号 等 の 法 定 色 素 、 二 酸 化 チ タ ン 、 カ ル メ ル 等 が 挙 げ

ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 界 面 活 性 剤 と し て は 、 ア ニ オ ン 界 面 活 性 剤 、 カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 、 両 性 界 面 活 性 剤 、 非

イ オ ン 界 面 活 性 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 具 体 的 に は 、 ア ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ス ル

ホ ン 酸 塩 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ラ ク ト ー ス 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ラ ウ ロ イ ル サ ル コ シ ン 塩

、 Ｎ － ア シ ル グ ル タ ミ ン 酸 塩 、 α － オ レ フ ィ ン ス ル ホ ン 酸 塩 、 ２ － ア ル キ ル － Ｎ － カ ル ボ

キ シ － Ｎ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル イ ミ ダ ゾ リ ウ ム ベ タ イ ン 、 Ｎ － ア シ ル タ ウ リ ン 塩 、 ア ル キ ロ

ー ル ア マ イ ド 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化

ヒ マ シ 油 又 は そ の 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ

ス テ ル 、 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー

ル 脂 肪 酸 エ ス テ ル 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 潤 滑 剤 と し て は 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 マ ル チ ト ー ル 、 キ シ リ ト ー ル 、 ラ ク チ ト ー ル 等 の 糖 ア

ル コ ー ル ； グ リ セ リ ン 、 １ ， ３ － ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 １ ， ２ － ペ ン タ ン ジ オ ー ル 、 ポ リ

エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 等 の 多 価 ア ル

コ ー ル 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 増 粘 剤 と し て は 、 カ ル ボ キ シ ビ ニ ル ポ リ マ ー 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム

（ セ ル ロ ー ス ガ ム ） 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ラ ギ ー ナ ン 、
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ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の ア ル ギ ン 酸 ア ル カ リ 金 属 塩 、 ジ ュ ラ ン ガ ム 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、

グ ア ガ ム 、 ト ラ ガ ン ト ガ ム 、 カ ラ ヤ ガ ム 、 ビ ー ガ ム 、 ア ラ ビ ア ガ ム 等 の ガ ム 類 ； ポ リ ビ ニ

ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 シ リ カ ゲ ル 、 ア ル ミ ニ ウ ム シ リ カ ゲ ル 等 が 挙 げ ら

れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て は 、 ク エ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 リ ン 酸 、 酢 酸 等 の 有 機 酸 及 び そ の 塩 類 ； 炭

酸 ナ ト リ ウ ム 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 炭 酸 カ リ ウ ム 、 炭 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム

、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 炭 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム 、 炭 酸 カ リ ウ ム ナ ト リ

ウ ム 、 炭 酸 リ チ ウ ム 、 尿 素 、 ア ミ ノ 酸 オ リ ゴ マ ー 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 硝

酸 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 グ リ セ ロ リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 等 の 無 機

酸 カ ル シ ウ ム 塩 、 乳 酸 カ ル シ ウ ム 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム 、 マ ロ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 ク エ ン 酸 カ ル

シ ウ ム 、 グ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 グ リ セ リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 酒 石 酸 カ ル シ ウ ム 、 フ ィ チ ン

酸 カ ル シ ウ ム 等 の 有 機 酸 カ ル シ ウ ム 塩 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 防 腐 剤 と し て は 、 メ チ ル パ ラ ベ ン 、 エ チ ル パ ラ ベ ン 、 ブ チ ル パ ラ ベ ン 、 イ ソ プ ロ ピ ル パ

ラ ベ ン 、 プ ロ ピ ル パ ラ ベ ン 等 の パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ ス テ ル 類 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の

安 息 香 酸 塩 、 塩 酸 ア ル キ ル ジ ア ミ ノ エ チ ル グ リ シ ン 、 フ ェ ノ キ シ エ タ ノ ー ル 、 ソ ル ビ ン 酸

等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 消 炎 剤 と し て は 、 例 え ば 、 グ リ チ ル リ チ ン 酸 及 び そ の 塩 類 、 グ リ チ ル レ チ ン 酸 及 び そ の

塩 類 、 ト ラ ネ キ サ ム 酸 、 塩 化 リ ゾ チ ー ム 、 オ ウ バ ク エ キ ス 、 ト ウ キ 軟 エ キ ス 、 酢 酸 ｄ ｌ －

α ト コ フ ェ ロ ー ル 、 ニ コ チ ン 酸 ｄ ｌ － α ト コ フ ェ ロ ー ル 、 イ プ シ ロ ア ミ ノ カ プ ロ ン 酸 、 ア

ズ レ ン ス ル ホ ン 酸 塩 、 ジ ヒ ド ロ コ レ ス テ ロ ー ル 、 エ ピ ジ ヒ ド ロ コ レ ス テ リ ン 等 が 挙 げ ら れ

る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 薬 効 成 分 と し て は 、 ア ラ ン ト イ ン 、 酢 酸 ト コ フ ェ ロ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル メ チ ル フ ェ ノ ー

ル 、 デ キ ス ト ラ ー ゼ 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 銅 ク ロ ロ フ ィ ル ナ ト リ ウ ム 、 フ ラ ボ ノ イ ド 、 ム タ ナ

ー ゼ 、 リ ゾ チ ー ム 、 ア ミ ラ ー ゼ 、 プ ロ テ ア ー ゼ 、 溶 菌 酵 素 、 ス ー パ ー オ キ サ イ ド デ ィ ス ム

タ ー ゼ 、 イ プ シ ロ ン ア ミ ノ カ プ ロ ン 酸 、 ア ル ミ ニ ウ ム ア ラ ン ト イ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム ク ロ ル

ヒ ド ロ キ シ ア ラ ン ト イ ン 、 ジ ヒ ド ロ コ レ ス タ ノ ー ル 、 ビ サ ボ ロ ー ル 、 グ リ セ ロ フ ォ ス フ ェ

ー ト 、 水 溶 性 無 機 リ ン 酸 化 合 物 、 フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 モ ノ フ ル オ ロ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 フ

ッ 化 ス ズ 、 フ ッ 化 カ リ ウ ム 、 フ ッ 化 ケ イ 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 フ ッ 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 フ ッ 化 銀

、 フ ッ 化 水 素 酸 ヘ キ シ ル ア ミ ン 、 フ ッ 化 水 素 酸 デ カ ノ ー ル ア ミ ン 、 フ ッ 化 水 素 酸 オ ク タ デ

セ ニ ル ア ミ ン 等 の フ ッ 化 物 、 エ デ ト 酸 、 ク エ ン 酸 亜 鉛 、 塩 化 亜 鉛 、 グ ル コ ン 酸 銅 、 グ ル コ

ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン 、 塩 化 銅 、 ポ リ リ ン 酸 塩 、 ピ ロ リ ン 酸 塩 、 ビ タ ミ ン Ａ 、 ビ タ ミ ン Ｃ

、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 パ ン ト テ ン 酸 塩 等 の ビ タ ミ ン 類 、 グ リ シ ン 、 リ ジ ン 、 ヒ ス

チ ジ ン 等 の ア ミ ノ 酸 類 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 、 重 曹 、 乳 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 硝 酸 カ リ ウ ム 、 ザ ル

コ シ ネ ー ト 、 カ テ キ ン 類 等 の ポ リ フ ェ ノ ー ル 化 合 物 類 、 生 薬 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ １ 】

［ 試 験 例 １ ］

　 下 記 試 験 に よ り 、 ハ ス の 抽 出 物 が 歯 周 病 原 細 菌 及 び 齲 蝕 原 性 細 菌 に 対 し て 殺 菌 作 用 を 有

す る こ と を 検 証 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ １ ） ハ ス 抽 出 物 の 製 造

　 乾 燥 し た ハ ス 葉 １ ｋ ｇ を 裁 断 ・ 粉 砕 し 、 熱 水 に ２ 時 間 浸 漬 し た 後 、 食 品 用 酵 母 を 加 え て

３ 日 間 発 酵 さ せ 、 加 温 、 殺 菌 後 、 布 フ ィ ル タ ー で 濾 過 し て 濾 液 を 得 た 。 こ の 濾 液 か ら 、 二

酸 化 炭 素 を 抽 出 溶 媒 と し て 用 い る 超 臨 界 抽 出 法 に よ っ て 、 薄 い 琥 珀 色 で や や 粘 性 の 有 る ハ

ス 抽 出 物 ５ ｍ Ｌ を 得 た 。

【 ０ ０ ４ ３ 】
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（ ２ ） 鶏 血 藤 、 熊 笹 、 グ レ ー プ フ ル ー ツ 、 及 び プ ロ ポ リ ス の 抽 出 物 の 製 造

　 ハ ス の 抽 出 物 と 同 様 に 、 超 臨 界 抽 出 法 に よ っ て 、 鶏 血 藤 、 熊 笹 、 グ レ ー プ フ ル ー ツ 、 及

び プ ロ ポ リ ス の 抽 出 物 を 得 た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ ３ ） 供 試 菌 株 及 び 培 地

　 口 腔 内 細 菌 Ｓ ｔ ｒ ｅ ｐ ｔ ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｕ ｓ 　 ｍ ｕ ｔ ａ ｎ ｓ 　 Ｉ ｎ ｇ ｂ ｒ ｉ ｔ ｔ 株 （ 表 １ 中

で は 、 Ｓ ． ｍ と 略 す 。 以 下 同 様 。 ） 、 Ｓ ｔ ｒ ｅ ｐ ｔ ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｕ ｓ 　 ｇ ｏ ｒ ｄ ｏ ｎ ｉ ｉ 　

Ｄ Ｌ － １ 株 （ Ｓ ． ｇ ） 、 Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｃ ａ ｓ ｅ ｉ 　 Ａ Ｔ Ｃ Ｃ ３ ９ ３ 株 （

Ｌ ． ｃ ） 、 Ａ ｃ ｔ ｉ ｎ ｏ ｍ ｙ ｃ ｅ ｓ 　 ｖ ｉ ｓ ｃ ｏ ｓ ｕ ｓ 　 Ａ Ｔ Ｃ Ｃ １ ５ ９ ８ ７ 株 （ Ａ ． ｖ

） 、 Ｐ ｏ ｒ ｐ ｈ ｙ ｒ ｏ ｍ ｏ ｎ ａ ｓ 　 ｇ ｉ ｎ ｇ ｉ ｖ ａ ｌ ｉ ｓ 　 Ａ Ｔ Ｃ Ｃ ３ ３ ２ ７ ７ 株 （ Ｐ ．

ｇ ） 、 Ｆ ｕ ｓ ｏ ｂ ａ ｃ ｔ ｅ ｒ ｉ ｕ ｍ 　 ｎ ｕ ｃ ｌ ｅ ａ ｔ ｕ ｍ 　 Ａ Ｔ Ｃ Ｃ ２ ５ ５ ８ ６ 株 （ Ｆ ．

ｎ ） 及 び Ｐ ｒ ｅ ｖ ｏ ｔ ｅ ｌ ｌ ａ 　 ｎ ｉ ｇ ｒ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｓ 　 Ａ Ｔ Ｃ Ｃ ２ ５ ２ ６ １ 株 （ Ｐ ． ｎ

） 、 並 び に 一 般 細 菌 と し て 、 Ｓ ｔ ａ ｐ ｈ ｙ ｌ ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｕ ｓ 　 ａ ｕ ｒ ｅ ｕ ｓ 　 Ａ Ｔ Ｃ Ｃ １

０ ２ ３ １ 株 （ Ｓ ． ａ ） 及 び Ｅ ｓ ｃ ｈ ｅ ｒ ｉ ｃ ｈ ｉ ａ 　 ｃ ｏ ｌ ｉ 　 Ｈ Ｂ １ ０ １ 株 （ Ｅ ． ｃ ）

を 供 試 し た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 上 記 細 菌 の 培 養 を 、 ｂ ｒ ａ ｉ ｎ 　 ｈ ｅ ａ ｒ ｔ 　 ｉ ｎ ｆ ｕ ｓ ｉ ｏ ｎ 培 地 （ Ｂ Ｈ Ｉ ； Ｂ ｅ ｃ

ｔ ｏ ｎ ， Ｄ ｉ ｃ ｋ ｉ ｎ ｓ ｏ ｎ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｎ ｙ ， ｓ ｐ ａ ｒ ｋ ｓ ， Ｍ Ｄ ） に 、 イ ー

ス ト エ ク ス ト ラ ク ト （ ５ ｍ ｇ ／ ｍ Ｌ ） 、 ヘ ミ ン （ ５ μ Ｌ ／ ｍ Ｌ ） 、 及 び ビ タ ミ ン Ｋ １ （ １

μ Ｌ ／ ｍ Ｌ ） を 添 加 し た 培 地 （ Ｂ Ｈ Ｉ ・ Ｙ ・ Ｈ ・ Ｖ Ｋ １ 液 体 培 地 ） を 使 用 し 、 口 腔 内 細 菌

は 嫌 気 条 件 下 （ Ｎ ２ ： ８ ０ ％ 、 Ｈ ２ ： １ ０ ％ 、 Ｃ Ｏ ２ ： １ ０ ％ ） 、 ３ ７ ℃ で ４ ８ 時 間 培 養

し た 後 、 試 験 に 用 い た 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

（ ４ ） 最 小 発 育 阻 止 濃 度 （ Ｍ Ｉ Ｃ ） の 測 定

　 上 記 （ １ ） 及 び （ ２ ） で 得 ら れ た 供 試 抽 出 液 原 液 を 、 滅 菌 リ ン 酸 緩 衝 生 理 食 塩 水 （ Ｐ Ｂ

Ｓ ） で ２
－ １ ４

ま で ２ 倍 段 階 希 釈 し 、 各 希 釈 液 １ ｍ Ｌ 中 に 上 記 （ ３ ） で 調 整 済 み の 供 試 菌

株 を １ ０ ０ μ Ｌ 加 え た 後 、 １ ｍ Ｌ の Ｂ Ｈ Ｉ ・ Ｙ ・ Ｈ ・ Ｖ Ｋ １ 液 体 培 地 に 接 種 し て ４ ８ 時 間

培 養 し た 。 発 育 阻 止 が 認 め ら れ た 抽 出 液 濃 度 を 最 小 発 育 阻 止 濃 度 （ Ｍ Ｉ Ｃ ） と し た 。 希 釈

倍 率 で 示 し た 結 果 を 表 １ に 示 す 。

【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ハ ス の 抽 出 液 は 、 歯 周 病 原 細 菌 、 齲 蝕 原 性 細 菌 及 び 一 般 細 菌 の い ず れ に 対 し て も 、 ８ １

９ ２ 倍 希 釈 液 又 は そ れ 以 上 の 希 釈 液 で 殺 菌 効 果 が 得 ら れ る こ と が わ か る 。

　 こ れ に 対 し 、 鶏 血 藤 、 熊 笹 、 グ レ ー プ フ ル ー ツ 及 び プ ロ ポ リ ス で は 、 細 菌 に よ っ て 、 優

れ た 殺 菌 効 果 を 示 す も の も あ る が 、 ４ ～ １ ６ 倍 希 釈 程 度 ま で し か 殺 菌 効 果 を 示 さ な い も の

も あ る こ と が わ か る 。 50
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　 歯 周 病 原 細 菌 で あ る Ｆ ｕ ｓ ｏ ｂ ａ ｃ ｔ ｅ ｒ ｉ ｕ ｍ 　 ｎ ｕ ｃ ｌ ｅ ａ ｔ ｕ ｍ に 対 し て は 、 ハ

ス の 抽 出 物 は 、 他 の 抽 出 液 に 比 べ て 顕 著 に 高 い 殺 菌 効 果 を 示 す 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

［ 試 験 例 ２ ］

　 試 験 例 １ （ １ ） で 得 た ハ ス の 抽 出 物 に （ ２ ） で 得 た 鶏 血 藤 の 抽 出 物 を 添 加 し た 組 成 物 を

用 い た 下 記 処 方 の ジ ェ ル 剤 を 製 造 し 、 歯 周 病 及 び イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 （ ペ リ イ ン プ ラ ン ト

タ イ テ ィ ス ） の い ず れ か 一 方 又 は 両 方 を 患 っ て い る 患 者 （ １ ０ 名 ） に 一 日 １ ～ ３ 回 、 歯 磨

き 後 に ジ ェ ル を 手 指 で 患 部 に 塗 布 、 マ ッ サ ー ジ す る こ と を 、 １ ～ ３ ヶ 月 間 継 続 し て も ら い

、 歯 周 病 及 び イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 い ず れ か 一 方 又 は 両 方 の 改 善 状 況 を 歯 科 医 の 外 観 観 察 （

所 見 ・ 評 価 ） 及 び 患 者 の 感 覚 で 調 査 し た 結 果 を 図 １ ～ １ ０ に グ ラ フ 及 び 表 で 示 す 。

　 尚 、 被 験 者 と し て 選 択 さ れ た 患 者 １ ０ 名 は い ず れ も 、 一 定 期 間 以 上 の 歯 科 医 に よ る 基 本

歯 周 病 治 療 及 び 患 者 本 人 に よ る 歯 磨 き 等 の 手 入 れ を 行 っ て も 、 歯 周 病 又 は イ ン プ ラ ン ト 周

囲 炎 の 改 善 が 見 ら れ な い か 、 現 状 以 上 の 改 善 が 望 め そ う に な い 症 例 を 有 し て い た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

（ ジ ェ ル 剤 処 方 ）

　 ハ ス の 抽 出 物 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 重 量 ％

　 鶏 血 藤 の 抽 出 物 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ 重 量 ％

　 グ リ セ リ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％

　 ク エ ン 酸 （ ２ ０ ％ 水 溶 液 ） 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ 重 量 ％

　 セ ル ロ ー ス ガ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ～ １ ０ 重 量 ％

　 ス テ ビ ア 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ 重 量 ％

　 精 製 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 量 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 合 計 　 　 １ ０ ０ 重 量 ％

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 １ ～ １ ０ に お け る 各 所 見 項 目 の 評 価 基 準 は 次 の 通 り で あ る 。

　 腫 膿 ：

　 　 　 ［ ５ ］ 　 乳 頭 及 び 付 着 歯 肉 に 及 ん で い る

　 　 　 ［ ３ ］ 　 乳 頭 及 び 歯 肉 縁 に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ １ ］ 　 乳 頭 の 一 部 に 認 め ら れ る

　 　 　 「 ０ 」 　 全 く 認 め ら れ な い

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 発 赤 ：

　 　 　 ［ ５ ］ 　 乳 頭 及 び 付 着 歯 肉 に 及 ん で い る

　 　 　 ［ ３ ］ 　 乳 頭 及 び 歯 肉 縁 に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ １ ］ 　 乳 頭 の 一 部 に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ ０ ］ 　 全 く 認 め ら れ な い

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 出 血 ：

　 　 　 ［ ５ ］ 　 自 然 に 出 血 し て い る

　 　 　 ［ ３ ］ 　 指 圧 で 認 め ら れ る

　 　 　 ［ １ ］ 　 指 圧 で わ ず か に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ ０ ］ 　 指 圧 で 全 く 認 め ら れ な い

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 排 膿 ：

　 　 　 ［ ５ ］ 　 自 然 に 排 膿 し て い る

　 　 　 ［ ３ ］ 　 指 圧 で 認 め ら れ る

　 　 　 ［ １ ］ 　 指 圧 で わ ず か に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ ０ ］ 　 指 圧 で 全 く 認 め ら れ な い

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 歯 肉 の 色 ：
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　 　 　 ［ ５ ］ 　 暗 紅 紫

　 　 　 ［ ３ ］ 　 暗 紅

　 　 　 ［ １ ］ 　 鮮 紅

　 　 　 ［ ０ ］ 　 淡 紅

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 動 揺 ：

　 　 　 ［ ５ ］ 　 唇 舌 的 及 び 上 下 に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ ３ ］ 　 唇 舌 的 に 強 く 認 め ら れ る

　 　 　 ［ １ ］ 　 唇 舌 的 に わ ず か に 認 め ら れ る

　 　 　 ［ ０ ］ 　 生 理 的 動 揺 の 範 囲

　 尚 、 患 者 Ａ に つ い て は 、 イ ン プ ラ ン ト を 移 植 し て い る た め 、 動 揺 は 無 か っ た 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 患 者 の 感 覚 ：

　 　 　 ［ ５ ］ 　 変 わ ら な い

　 　 　 ［ ３ ］ 　 少 し 良 く な っ た

　 　 　 ［ １ ］ 　 引 き 締 ま っ た

　 　 　 ［ ０ ］ 　 大 変 良 く な っ た

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ れ ま で 通 常 の 歯 周 病 治 療 で は 、 な か な か 治 療 効 果 が 上 が ら な か っ た い ず れ の 患 者 で も

、 歯 周 病 の 症 状 が 大 き く 改 善 し て い る こ と が 歯 科 医 の 所 見 ・ 評 価 と し て 認 め ら れ た 。 ま た

、 歯 科 医 の 所 見 で は 評 価 で き な い 患 者 本 人 の 感 覚 か ら も 症 状 が 大 き く 改 善 し て い る こ と が

わ か る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 患 者 Ａ は 、 歯 周 病 の み で な く 、 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 も 伴 っ た 症 例 で あ る 。 試 験 開 始 時 の

イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 患 部 の 状 態 、 及 び 試 験 開 始 か ら 約 ３ ヶ 月 後 の 患 部 の 状 態 を 示 す 写 真 を

図 １ １ ａ 及 び 図 １ １ ｂ に 示 す 。

　 図 １ １ ａ で は 、 イ ン プ ラ ン ト 部 分 が 見 え な い ほ ど に 赤 く 腫 れ 、 鬱 血 し て い た 患 部 が 、 図

１ １ ｂ の よ う に 、 腫 れ が 治 ま り 、 イ ン プ ラ ン ト 部 分 が 完 全 に 見 え る ま で に な っ た こ と が わ

か る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ハ ス の 抽 出 物 と 鶏 血 藤 を 含 む 組 成 物 は 、 歯 槽 骨 を 強 固 に し な が ら 、 歯 周 病 原 細 菌 や 齲 蝕

原 性 細 菌 を 抑 制 す る 相 乗 的 な 効 果 が 得 ら れ 、 従 来 よ り も 高 い 歯 周 病 の 予 防 ・ 治 療 効 果 、 及

び イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎 の 予 防 ・ 治 療 効 果 が 期 待 で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ １ 】

　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 歯 周 病 予 防 ・ 治 療 に 有 用 で あ る 。

　 本 発 明 の 組 成 物 、 特 に ハ ス の 抽 出 物 に 鶏 血 藤 を 配 合 し た 組 成 物 は 、 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 炎

（ ペ リ イ ン プ ラ ン ト タ イ テ ィ ス ） の 予 防 ・ 治 療 に 有 用 で あ る 。

　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 化 粧 品 、 特 に 口 腔 化 粧 品 の 保 存 剤 と し て も 有 用 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



(14) JP  6055623  B2  2016.12.27

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ ａ 】

【 図 １ １ ｂ 】



(15) JP  6055623  B2  2016.12.27

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(51)Int.Cl.　　　　　　　　　　　　　　 ＦＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/889　　(2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/889　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/282　　(2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/282　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/68　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/68　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/65　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/65　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/539　　(2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/539　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/708　　(2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/708　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/287　　(2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/287　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　36/533　　(2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 36/533　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　35/644　　(2015.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　 35/644　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　 9/06　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　　9/06　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　 9/08　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　　9/08　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　 9/70　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　　9/70　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｐ　 1/02　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｐ　　1/02　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　 8/97　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　　8/97　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｋ　 8/98　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｋ　　8/98　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ａ６１Ｑ　11/00　　 (2006.01)　　　　　 Ａ６１Ｑ　 11/00　　　　　　　　　　　　　　　

(72)発明者　両角　旦

　　　　　　神奈川県川崎市宮前区神木一丁目７番地２８

　　審査官　鶴見　秀紀

(56)参考文献　中国特許出願公開第１０１６０６９８１（ＣＮ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００５－０３５９０８（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００６－２４１１４１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０１０－１３８１００（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００２－０２９９８２（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　中国特許出願公開第１２５３１６９（ＣＮ，Ａ）　　　

　　　　　　　International dental journal，２００７年，Vol.57,No.5，pp. 303-306

　　　　　　　Journal of Chinese Medicinal Materials，２００７年，Vol.30,No.4，pp.464-466，Abstract

　　　　　　　西北植物学報，２００５年，Vol.25,No.3，pp.578-582，Abstract,表１，２

　　　　　　　Journal of Medicinal Plants Research，２００９年，Vol.3.No.3，pp.138-141，(abstract)[o

　　　　　　　nline]STN,EMBASE,AN.2010022773

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ａ６１Ｋ　　３６／００－３６／９０６８　　　

　　　　　　　Ａ６１Ｋ　　　８／００－８／９９　　　　

　　　　　　　Ａ６１Ｋ　　３５／００－３５／７６８　　　

　　　　　　　Ａ６１Ｋ　　　９／００－９／７２

　　　　　　　Ａ６１Ｐ　　　１／０２　　　　

　　　　　　　Ａ６１Ｑ　　１１／００　　　　

　　　　　　　ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）

　　　　　　　ＣＡｐｌｕｓ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴＮ）


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

